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平成 30年 5 月 30日 

  

各 位 

 

 

（訂正・数値データ訂正）平成 30 年２月期 決算短信〔日本基準〕(連結)の訂正について 

 

当社は、平成30年４月13日に発表しました「平成30年２月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」について訂正

がありましたのでお知らせします。また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信

します。 

なお、訂正箇所は下線を付しております。 

 

記 

 

１． 訂正の内容 

① 標記資料のサマリー情報「１．平成 30年 2 月期の連結業績（平成 29 年 3月 1日～平成 30 年 2月 28

日）（2）連結財政状態」 

 

 【訂正前】 

 

 

 

【訂正後】 
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② 標記資料のサマリー情報「２.配当の状況」 

【訂正前】 

 

 

 

【訂正後】 
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③ 標記資料のサマリー情報「（参考）個別業績の概要」 

【訂正前】 

 

 

 

【訂正後】 
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④  標記資料の添付資料 2 ページの「①当期の経営成績の概況」 

【訂正前】 

MT 事業におきましては、平成 29 年 11 月末にリリースした『T-400(ver.2)』の新規受注が大幅

増加の好調な滑り出 しとなっており、売上高は 316,108 千円（同 15.5％増）となりました。一

方で、開発先行投資により採用費・人件 費・広告費・償却費等を増加させたことにより、営業

損失 305 千円（前年同期は営業利益 40,736 千円）となりました。 

 

 GLOZE 事業におきましては、自社開発の翻訳支援ツール「究極 Z」を活用し、引き続き短納期、

低価格、高品質の 翻訳サービスを提供し、売上高は 411,633 千円（前年同期 5.5％減）、営業利

益は 12,808 千円（前年同期 73.5％減） となりました。  

 

クラウドソーシング事業におきましては、売上の大幅な減少により収益力が悪化し、売上高は

224,350 千円、営業損失は 92,740 千円となりました。 当セグメントは平成 28 年９月より加わ

った為、前期との比較は行っておりません。 

 

【訂正後】 

MT 事業におきましては、平成 29 年 11 月末にリリースした『T-400(ver.2)』の新規受注が大幅

増加の好調な滑り出 しとなっており、売上高は 316,108 千円（同 15.5％増）となりました。一

方で、開発先行投資により採用費・人件 費・広告費・償却費等を増加させたことにより、営業

損失 304 千円（前年同期は営業利益 40,736 千円）となりました。 

 

    GLOZE 事業におきましては、自社開発の翻訳支援ツール「究極 Z」を活用し、引き続き短納期、

低価格、高品質の 翻訳サービスを提供し、売上高は 411,633 千円（前年同期 5.5％減）、営業利

益は 12,808 千円（前年同期 73.5％減） となりました。  

 

クラウドソーシング事業におきましては、売上の大幅な減少により収益力が悪化し、売上高は

224,350 千円、営業損失は 92,594 千円となりました。 当セグメントは平成 28 年９月より加わ

った為、前期との比較は行っておりません。 
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⑤  標記資料の添付資料 14 ページの「（1株当たり情報）」 

【訂正前】 

 

 

【訂正後】 

 

 

 

      ２.訂正の理由 

「平成 30 年２月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」の記載に一部誤りがありましたので、訂正を行うもの

であります。  

 

以上 

 


